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第 １７ 号 

平成 ３０年１２月 ５日 

海蔵地区市民センター 

ＴＥＬ ３３１－３２８４ 

ＦＡＸ ３３０－０２２２ 

かいぞう地区 検索 海 蔵 地 区 ホ ー ム ペ ー ジ  http ://ka izot iku .org/  

回 覧 

固定資産税・都市計画税 第３期分 納期限 １２月２５日（火） 

 

 

 

１１月１１日(日)に、「身近な自然を体験する県民デー」の行事として、海蔵川・三滝川堤防の 

清掃活動を実施しました。地域より５１０名の方にご協力いただき終えることができました。 

 また、各町自治会・育成会・青少協の方にご参加をいただき、海蔵川の桜の枝切りも行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇海蔵地区社会福祉協議会 環境部◇ 

日 時：１２月２８日(金) １７：３０～２０：３０ 

場 所：海蔵地区市民センター２階 小会議室 

材料費：１，８００円(花代・器代) 

持ち物：はさみ、持ち帰り用袋 

定 員：申し込み先着１０名 

 
◇申込み・問合せ先◇ 生花サークル 熊本 携帯 ０９０－３４２４－６２２５ 

                     ＴＥＬ・ＦＡＸ ３３１－２３２０ 
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１０月２７日、２８日の二日間にわたり、無事に文化祭を開催する事ができました。 

 今年度は、小学校の改築に伴いバザー会場の変更など例年にない形での開催になりました

が、皆様の協力をいただき、展示、発表などにも、多くの皆様にご来場いただきました事、

お礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

◇海蔵地区事業企画委員会◇ 

 

 

１１月９日(金)に、あさけプラザにて、平成３０年度四日市市自治会長大会が開催され、

次の方が表彰されました。 

永年勤続自治会長表彰 

勤続１５年  大宮 治男さん (みゆきヶ丘二丁目) 

 

なぜ 740 年に聖
しょう

武
む

天皇は伊勢に来たのか！久留倍
く る べ

官衙
か ん が

遺跡との関係は？ 

◎講演会 

１．日 時 12 月 15 日（土）13:30～15:00（受付 13:00～） 

２．場 所 大矢知地区市民センター2階 大会議室 

３．講 師 山中 章さん（三重大学名誉教授） 

４．参加費 無料   

５．申込み 不要     

※駐車場に限りがあるため公共交通機関をご利用ください。 

 

◎企画展 

１． 内 容 「聖武天皇の東国行幸ゆかりの地～伊勢・河口～」久留倍にゆかりの聖武天

皇の東国行幸に関連する遺跡の紹介 

２． 期 間  11 月 22 日（木）～12 月 16 日（日）  

３.  場 所  くるべ古代歴史館（大矢知町 2323－1） 

詳しくは、久留倍官衙遺跡公園ホームページ 

（HPhttp://www.city.yokkaichi.mie.jp/kyouiku/kurube）をご覧ください。 

 

問合せ先 社会教育課 ＴＥＬ ３５４－８２４０ ＦＡＸ ３５４－８３０８ 

 

✈

くるべいせき 
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◇対象者 平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生まれの方  

     １２月１日現在で、本市に住民登録されている方には案内状を送付します。 

市外に住民登録されている方で、案内状の送付を希望される方は、下記までご連絡ください。 

★対象となる方は、ぜひご参加ください。★ 

※入場受付は行いません。案内状がなくても参加していただけます。 

※酒類等の飲食物の持ち込みはできません。(入場をお断りする場合があります。) 

※駐車場には限りがありますので、できるだけ乗り合わせやシャトルバスをご利用ください。 

※詳しくは広報よっかいち１２月下旬号でもお知らせしますのでご覧ください。 

※四日市市公式サイト(ホームページ)からもご確認いただけます。 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】こども未来課 青少年育成室 ＴＥＬ ３５４－８２４７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１月に四日市市でも降雪による被害がありました。これからの時期の大雪に備える

ため、次のことに注意しましょう。なお、大雪時は、不要不急の外出を控えましょう。 

  （詳しくは、広報よっかいち１１月下旬号、市のホームページをご覧ください。） 

＜事前に備えておくべきこと＞ 

●気象庁などの最新の情報を収集する 

●積雪で外出できないことに備えて、水、食料、燃料（灯油）などを備蓄する 

●持病の薬を切らさないように注意する 

●停電に備えて、使い捨てカイロ、予備電池、懐中電灯、携帯ラジオなどを準備する 

●家屋（カーポート、農業用ビニールハウス）などを耐雪化する。冬場使用しないビニールハウスを外す 

●スコップなどの除雪用具を常備する 

●水道管（特に地上配管部分）や蛇口にタオルを巻きつけるなどの凍結防止対策を行う 

 

＜降雪・積雪時＞ 

●「不要不急の外出を控える」「早めに帰宅する」などの的確な判断を行う 

●積雪量が多くならないうちに、小まめに除雪を行い自宅の出入口を確保する 

 

問合せ先 危機管理室 ＴＥＬ ３５４－８１１９ ＦＡＸ ３５０－３０２２ 

【対象者】 

四日市市 ３１９４名 

海蔵地区 １２８名(男６８名女６０名) 

Ｈ３０年１０月１日現在 
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四日市市では、地震発生時におけるブロック塀等の倒壊による被害の防止及び避難経路の確保を

目的として、倒壊のおそれのある危険なブロック塀等の撤去費（処分に係る経費を含む。）の一部

を補助する制度を平成３０年１０月４日よりスタートしました。 

この機会に所有されているブロック塀等の状況を確認していただき、ブロック塀等を撤去される

際には、是非とも本補助制度をご活用ください。 

補助の条件など詳しくは、下記までお問い合わせくださいますようお願いします。 

 

≪申請締め切り：平成３１年２月１５日（金）まで≫ 

 

問合せ先 建築指導課 許可認定係 ＴＥＬ ３５４－８１８３ 

 

◆可燃ごみ （○印は収集日） 

 
１２月 1 月 

２５日 
（火） 

２６日 
（水） 

２７日 
（木） 

２８日 
（金） 

２９日 
（土） 

３０日 
（日） 

３１日 
（月） 

１日 
（火） 

２日 
（水） 

３日 
（木） 

４日 
（金） 

 
 

 
 

月・木収集区域 ― ― ○ ― ― 休 ○ 休 休 休 ― 
火・金収集区域 ○ ― ― ○ ― 休 休 休 休 休 ○ 

◆破砕ごみ・資源物・ペットボトル・・・収集日程表のとおり 

◆粗大ごみ戸別有料収集の受付・・・年末１２月２８日(金)まで 年始１月４日(金)から 

◆し尿・・・年末１２月２８日（金）まで 年始１月４日（金）から 

※詳しくは広報よっかいち１２月下旬号をご覧ください 

 

                                

施 設 名 
１２月 1 月 

２５日 
（火） 

２６日 
（水） 

２７日 
（木） 

２８日 
（金） 

２９日 
（土） 

３０日 
（日） 

３１日 
（月） 

１日 
（火） 

２日 
（水） 

３日 
（木） 

４日 
（金） 

四日市市 

クリーンセンター 
○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ 休 休 休 ○ 

楠衛生センター ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 

◆業務時間 四日市市クリーンセンター   ８：３０～１２：００、１３：００～１６：３０ 

楠衛生センター(資源物のみ)  ８：３０～１２：００、１３：００～１６：００ 

◆受付   １２月２９日(土)は住民のみの受け入れです。１月４日(金)より平常どおり。 

    

問合せ先 生活環境課 ＴＥＬ ３５４－８１９２ 

 

 

ブロック塀等の撤去に要した経費 
（処分に係る経費を含む） 

撤去するブロック塀等の延長に 
１ｍあたり１万円を乗じた額 

 

左記のうち 

少ない金額 
× 

１ 

２ 
＝ 

補助額 

上限２０万円 

（千円未満切捨） 


